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「 第１学期の終わりに当たって 」
乙部町立乙部小学校長 笠松 靖史

６月２８日（水）。大変蒸し暑い日でしたが、学校経営の指導訪問があり、檜山教育局から
局長、次長、義務教育指導監が、乙部町教育委員会から教育長、指導主事が来校し、本校の子
どもたちと先生方の授業を見ていただきました。「私たちの目指す学校像の「一人一人が輝く
学校」に前進できているでしょうか、また、それに向けた授業はどうでしょうか。乙小の子ど
もたちは身に付けた力を発揮しているでしょうか。」と問い、助言をいただいてさらによい方
策のヒントを得る大変貴重な機会です。教育局の３名からは、「どの教室でも子どもが授業に
集中できている」「先生方が子どものよさを引き出している」等の言葉をいただきました。さ
らに「どの先生方もＩＣＴ機器を効果的に使い、教え方が進化している」と伝えられました。
学校でのＩＣＴ活用。皆様も４年ほど前から「ＧＩＧＡスクール構想」という言葉を聞いた

ことがあると思います。簡単に言うと子ども１人に１台のコンピューターと高速ネットワーク
を整備する取組です。本校でも整備され、昨年度後半から少しずつ本格的に授業での活用が始
動しました。
何年か前の学校の授業といえば、先生が黒板に板書して、子どもは書き写すだけ。手を挙げ

て発表する子だけが授業に参加して、よく分からない子どもは取り残されてしまうこともあり
ました。しかし、１人１台端末を効果的に活用すると、先生方は授業中でも一人一人の反応（考
え）を把握できるので、子ども一人一人の反応を踏まえたきめ細かな指導、双方向型の授業展
開が可能となるなど多くのメリットがあります。全員が楽しく参加でき、学びの質を高める授
業となります。今後、本校の先生方は活用の幅をさらに広げていきながら、ＩＣＴの効果的活

用の歩みを止めずに「子どもを主語にした授業」の日常的実
現に努めます。
さて、今年度も掲載しますが、各家庭にお願いしたいこと

として、「夏休みでも質のよい睡眠を」があります。脳が成長
期の子どもにとって睡眠はとても大事です。睡眠が十分に足
りていると子どもは〔健康な身体、学習能力、感情の抑制力、
折れない心、低い衝動性、高いコミュニケーション能力等〕
が得られることが科学的に証明されています。良質な睡眠を
得るには、特に「寝る前の過ごし方」に気をつけなければな
りません。夕方から夜にかけて徐々に目に入る光の量が減る
と、脳からメラトニンという物質が分泌されます。このメラ
トニンが自然な眠気を誘います。寝る前はゲームやスマホで
はなく、本を読んだりして静かに過ごさせてください。２学
期の初日から元気に登校できるためにも、保護者の皆様のご
理解、ご協力を心からお願い申し上げます。

修学旅行での本校２０名の６年

生。随所随所で楽しくてしょうが

ないという様子が見られました。

ただ、少し調子に乗ってしまった

場面もあり、夜の班長会議で大人

から喝が入る一幕もありました。

すると会議終了の瞬間から２日目

にかけて、見違えるような真摯な

態度に変わり、驚いてしまいまし

た。気をつけるべきことをしっか

り理解して、自分たちで気をつけ

て改善した６年生の姿に、解団式

の際に「さすがです」と声をかけ

ることができました。



合同修学旅行
６月２２日（木）・２３日（金）、明和小学校との合同修学旅行を実施しました。待ちに待

った修学旅行当日を迎えた６年生（乙部小２０名・明和小２名）は笑顔で出発しました。
青森県を巡る学びの旅。仲間と見学や自主研修をし、親睦を深めることができました。聞く

もの・触れるもの・食べるもの全てに興味をもち、学びの多い２日間となりました。

保護者の皆様には、旅行の準備に加
え、たくさんのご配慮をいただきまし
た。ありがとうございました。

星に願いを「七夕集会」
７月７日（金）、児童会代表委員会主催の「七夕集会」を行いまし

た。この日を迎えるにあたり、６年生が低学年に丁寧に教えながら
たくさんの七夕飾りをつくりました。
集会では、班でつくった飾りや願い事を書いた短冊を笹に飾りま

した。短冊には、自分が将来就きたい職業や今欲しいもの、所属す
るチームや自分の活躍を願うもの、家族の安全や幸せ、戦争のない
世界を願うものがありました。
レクリエーションでは、班員同士で手をつなぎ合って「人間知恵

の輪」を楽しみました。うまくいっても、そうでなくても体育館は
子どもたちの笑い声でいっぱいになりました。
最後に、各学年の代表者が感想を発表しました。楽しかったこと

やここまで準備をしてくれた代表委員会に感謝を伝えることばを聞
き、温かい気持ちで集会を終えることができました。



一斉授業参観
７月１２日（水）、今年度２回目の授業参観を行いました。多くの保護者の皆様に参観い

ただきありがとうございました。
今学期最後の授業参観のため、子どもたちは日頃の学習の成果を見てもらおうと、少し緊

張しながらも精一杯頑張ることができました。日々の学校生活で、子どもたちが落ち着いて
学習に取り組めるのは、保護者の皆様の温かな眼差しが向けられているからです。本当にあ
りがとうございます。

避難訓練・引き渡し訓練
７月１９日（水）、南西沖地震を想定した避難訓練を行いました。海岸線に位置する学校

では、津波の危険性が高いためグラウンドや体育館などの広い場所への避難ではなく、より
安全な高さを確保するための避難をします。本校では校舎の3階へ避難します。
小学校では初めてとなる１年生も、自分の命を自分で守る行動「おはしも（おさない・は

しらない・しゃべらない・もどらない）」ができていました。
３０年前の南西沖地震の際、奥尻島に津波の第一波が襲来したのは２～３分後といわれて

おり、素早い避難が求められます。この日、全児童が避難に要した時間は２分１７秒。一人
一人真剣に取り組みました。
その後、引き渡し訓練を行いました。実際に災害が起こった場合、本校は地域住民の避難

場所となり、体育館に子どもたちを集合させることができません。そのため、引き渡しは各
階の教室で行うことにしています。地域住民と保護者の動線を考えて保護者用玄関を左側と
指定しています。参加いただいた保護者の皆様のご理解とご協力により、大きな混乱なく訓
練を終えることができました。ありがとうございました。



主な予定

日 曜 行 事
７/２４ 月 第１学期終業式

※夏季休業（７月２５日～８月２０日）
８/１０ 木 学校閉庁日
１１ 金 山の日
12 土 休業日
13 日 休業日
１４ 月 学校閉庁日
１５ 火 学校閉庁日
１８ 金 職員会議 研修日
２１ 月 第２学期始業式
２２ 火 委員会活動 夏休み作品展～９/１
２３ 水 二計測～２５日
２８ 月 宿泊研修
２９ 火 宿泊研修

□通信簿「あゆみ」について
９月末と３月末の年２回の配布となります。

□学校閉庁日 ８月１０日（木）・１４日（月）・１５日（火）
昨今、全国的な課題となっている教職員の長時間勤

務等への対応として、夏季休業期間中に「学校閉庁日」
の取組を実施しています。
これに伴い、上記の３日間を休校日とさせていただき

ますのでご理解とご協力をお願いいたします。
期間中は、乙部町教育委員会学校教育係が対応しま

す。（TEL６２－２２５３）

□第２学期始業式 ８月２１日（月）
全学年午前授業・給食なし

･登校は、通常通りの７：５５～８：０５です。
・下校は、１２：0０頃の予定です。
･持ち物については、各学年のおたよりでご確認ください。

水泳学習
今年の水泳学習は、１～３年、４～６年に分け３回ずつ実施し
ました。３学年合同で行うことで指導者の人数が多く、少人数の
グループ編成ができました。一人一人の目標達成に向けた丁寧な
指導ができ、子どもたちはぐんぐん上達しました。
乙部小学校の子どもたちの持ち前である「前向きに挑戦！」の

気持ちも加わり、高学年では２５ｍを泳ぎ切ることができたり、
低学年では水に抵抗があった子も潜れるようになったりと、それ
ぞれに「やったぞ」体験がいくつもありました。
子どもたちにとって、技術と心の成長を感じることができた学

習でした。保護者の皆様には、水着の準備や健康調査票の提出等
たくさんご配慮いただきました。ありがとうございました。

有意義な夏休みを！
夏季休業中は、家族とのふれあいを深め、
また、地域の一員としての自覚をもつこと
ができるよい機会です。地域社会や自然の
中で、学校生活とは異なった体験ができる
ようご配慮ください。
一方で、水の事故や交通事故、不審者に

よる不測の事件、クマの出没、食中毒など
も心配されます。
学校でも指導しておりますが、ご家庭で

も折にふれてお話しいただき、安全で有意
義な夏休みとなるようお願いいたします。

家庭学習の取組
今年度、乙部町学習・生活習慣向上プロ

ジェクトの「家庭学習のてびき」をもとに、
学力の向上と家庭学習の習慣化を目指し、
乙部小学校の「学習のてびき」を作成しま
した。子どもたちは、てびきを参考に宿題
以外の「自分の学習」に取り組んでいます。
毎月、学級担任が選ぶ秀逸ページを家庭

学習チャンピオンとして全校に紹介してい
ます。また、校長先生とは、家庭学習ノー
トが一冊終わったら校長室に届けに行くこ

とが約束となっていま
す。なんとも誇らしい
光景です。


